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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第82期
第２四半期
連結累計期間

第83期
第２四半期
連結累計期間

第82期

会計期間
自平成23年４月１日
至平成23年９月30日

自平成24年４月１日
至平成24年９月30日

自平成23年４月１日
至平成24年３月31日

売上高（百万円） 54,212 61,002 117,068

経常利益（百万円） 4,222 5,019 11,494

四半期（当期）純利益（百万円） 2,744 3,265 7,276

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
978 1,275 6,244

純資産額（百万円） 76,838 81,996 81,208

総資産額（百万円） 97,890 103,658 103,937

１株当たり四半期（当期）

純利益金額（円）
54.68 65.06 144.98

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 72.50 73.20 72.32

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
4,864 4,913 12,360

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△5,336 △3,933 △10,309

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△1,324 △1,210 △3,204

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
20,404 20,449 20,591

　

回次
第82期
第２四半期
連結会計期間

第83期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成23年７月１日
至平成23年９月30日

自平成24年７月１日
至平成24年９月30日

１株当たり四半期純利益金額（円） 31.74 40.05

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。　

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。　
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２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

　

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1）業績の概況

当第２四半期連結累計期間の業績は、インドネシア、ブラジル、タイ、インド等における二輪車用クラッチ販売は

減少したものの、主要顧客の四輪車生産の回復により売上高は61,002百万円（前年同期比12.5％増）、営業利益は

5,168百万円 （前年同期比21.6％増）、 経常利益は5,019百万円 （前年同期比18.9％増）、税金等調整前四半期純

利益は4,985百万円 （前年同期比14.9％増）、 四半期純利益は3,265百万円 （前年同期比19.0％増）となりまし

た。　

セグメントの業績は次のとおりであります。　

① 二輪車用クラッチ 

景気減速による新興国における二輪車需要の鈍化、インドネシア・ブラジルにおけるローンで購入する際の

与信管理の強化及び円高の影響等により売上高は33,488百万円（前年同期比4.4％減）、セグメント利益は

3,299百万円（前年同期比30.2％減）となりました。　

② 四輪車用クラッチ

日本、北米における主要顧客の生産が順調に回復したことに加え、フォード向け販売も堅調に推移したことに

より売上高は27,513百万円（前年同期比43.4％増）、セグメント利益は1,869百万円（前年同期は473百万円の

セグメント損失）となりました。

　

当第２四半期連結会計期間末の総資産は103,658百万円となり、前連結会計年度末に比べ279百万円減少いたしま

した。流動資産は55,710百万円となり、755百万円増加いたしました。これは主に受取手形及び売掛金が677百万円減

少したものの、現金及び預金が207百万円、たな卸資産が795百万円増加したことによるものであります。固定資産は

1,034百万円減少し、47,947百万円となりました。これは主に有形固定資産が178百万円増加したものの、投資有価証

券の時価評価により投資有価証券が1,384百万円減少したことによるものであります。

当第２四半期連結会計期間末の負債合計は21,661百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,066百万円減少いた

しました。流動負債は17,152百万円となり、560百万円減少いたしました。これは主に支払手形及び買掛金が597百万

円減少したことによるものであります。固定負債は4,509百万円となり、506百万円減少いたしました。

当第２四半期連結会計期間末の純資産は81,996百万円となり、前連結会計年度末に比べ787百万円増加いたしま

した。これは主に投資有価証券の時価評価によりその他有価証券評価差額金が887百万円、為替換算調整勘定が

1,561百万円減少したものの、利益剰余金が3,162百万円増加したことによるものであります。
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(2）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物の残高は20,449百万円となり、前連結会計年度末に比

べ142百万円減少いたしました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果、獲得した資金は4,913百万円（前第２四半期連結累計期間は4,864百万円の獲得）となりまし

た。

これは主に前年同期と比べたな卸資産が1,208百万円増加し、仕入債務が1,529百万円減少したものの、税金等調

整前四半期純利益が646百万円増加し、売上債権が2,240百万円、法人税等の支払額が342百万円それぞれ減少したこ

と等によるものであります。　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、使用した資金は3,933百万円（前第２四半期連結累計期間は5,336百万円の使用）となりまし

た。

これは主に前年同期と比べ有形固定資産の取得による支出が803百万円、貸付けによる支出が1,047百万円それぞ

れ減少したこと等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、使用した資金は1,210百万円（前第２四半期連結累計期間は1,324百万円の使用）となりまし

た。

これは主に前年同期と比べ短期借入金が175百万円増加したこと等によるものであります。　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、1,457百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変化はありません。

(5）経営成績に重要な影響を与える主な要因とその対応について

当社の四半期連結財務諸表は、換算リスク及び取引リスクを通じて為替レートの変動による影響を受けておりま

す。為替レートの変化は当社の売上高、売上総利益、営業利益、経常利益、四半期純利益及び剰余金に対して影響を及

ぼします。当社グループは取引リスクを軽減するため、各海外連結子会社における現地調達比率の向上及び部品、製

品の相互補完を推進しております。

また、当社の売上高に占める、主要販売先である本田技研工業㈱及びその関係会社向け売上高の比率は、前連結会

計年度において約63％となっており、同社グループの生産動向及び購買政策が当社の経営成績に重要な影響を与え

ます。当社グループは安定的経営基盤を確保するため積極的に拡販を行っております。また、新製品開発のため研究

開発体制の強化に努めております。

(6）生産、受注及び販売実績

当第２四半期連結累計期間において、四輪車用クラッチの生産、受注及び販売実績が増加いたしました。

前年同期は東日本大震災の影響による主要顧客の国内外における四輪車生産の減産及び円高の影響等により減

少いたしましたが、当第２四半期連結累計期間において順調に回復いたしました。この結果、当第２四半期連結累計

期間における四輪車用クラッチの生産実績は27,914百万円（前年同期比47.3％増）、受注高は27,963百万円（前年

同期比34.5％増）、販売実績は27,513百万円（前年同期比43.4％増）となりました。　

(7）流動性及び資金の源泉

当社グループは、事業活動のための適切な資金確保、適切な流動性の維持及び健全なバランスシートの維持を財

務方針としており、設備投資及び研究開発のための資金は主に営業活動から得られた資金によりまかなうことを基

本方針としております。

平成25年３月期の設備投資及び研究開発のための資金は、主に手許の現金及び現金同等物と営業活動から得られ

た現金及び現金同等物を充当する予定であります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 90,000,000

計 90,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 52,644,030 52,644,030
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株　

計 52,644,030 52,644,030 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成24年７月１日～

平成24年９月30日
－ 52,644,030 － 4,175 － 4,555
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（６）【大株主の状況】

 平成24年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（百株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

本田技研工業株式会社 東京都港区南青山２丁目１－１号 108,812 20.66

日本トラスティ・サービス信

託銀行株式会社
東京都中央区晴海１丁目８－11 56,102 10.65

山本　佳英 静岡県浜松市中区 22,773 4.32

資産管理サービス信託銀行株

式会社

東京都中央区晴海１丁目８－12　晴海アイラ

ンド　トリトンスクエア　オフィスタワーＺ

棟

20,506 3.89

株式会社ワイ・エー 静岡県浜松市中区山手町38－28 20,194 3.83

ノーザン　トラスト　カンパニー（エ

イブイエフシー）サブ　アカウント　

アメリカン　クライアント

 50 BANK STREET CANARY WHARF LONDON E14 

5NT, UK

（東京都中央区日本橋３丁目11-１）

16,602 3.15
(常任代理人　香港上海銀行東

京支店)

全国共済農業協同組合連合会
東京都千代田区平河町２丁目７番９号　　Ｊ

Ａ共済ビル
16,180 3.07

メロン　バンク　エヌエー　アズ　エー

ジェント　フォー　イッツ　クライア

ント　メロン　オムニバス　ユーエス　

ペンション ONE BOSTON PLACE BOSTON,MA 02108

（東京都中央区月島４丁目16-13）
 13,545  2.57

(常任代理人　株式会社みずほ

コーポレート銀行決済営業

部)

山本　惠以 静岡県浜松市中区 13,009 2.47

ステート　ストリート　バンク　　アン

ド　トラスト　カンパニー
P.O. BOX 351 BOSTON MASSACHUSETTS 02101

U.S.A.

（東京都中央区日本橋３丁目11-１）

12,007 2.28　
(常任代理人　香港上海銀行東

京支店)

計 － 299,733 56.93

（注）１．上記のほか、自己株式が24,550百株あります。

２．上記、日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社及び資産管理サービス信託銀行株式会社の所有株式は、

すべて信託業務に係るものであります。また、日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社の所有株式数に

は株式会社三井住友銀行退職給付信託口25,080百株が、資産管理サービス信託銀行株式会社の所有株式数に

は株式会社みずほコーポレート銀行の退職給付信託13,152百株がそれぞれ含まれております。

３．モンドリアン・インベストメント・パートナーズ・リミテッドから平成23年６月８日付の大量保有報告書

の変更報告書の写しの送付があり、平成23年６月３日現在で4,825千株を所有している旨の報告を受けてお

りますが、当社として当第２四半期会計期間末時点における実質所有株式数の確認ができませんので、上記

大株主の状況には含めておりません。

なお、モンドリアン・インベストメント・パートナーズ・リミテッドの大量保有報告書の変更報告書の写し

の内容は以下のとおりであります。　

（平成23年６月８日付大量保有報告書の変更報告書の写し）

大量保有者 モンドリアン・インベストメント・パートナーズ・リミテッド

住所 英国 EC2V 7JD ロンドン市、グレシャム・ストリート10、５階

保有株券等の数 株式  4,825,600株

株券等保有割合 9.17％
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成24年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　 2,455,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　50,176,800 501,768 －

単元未満株式 普通株式　  　12,230 － －

発行済株式総数          52,644,030 － －

総株主の議決権 － 501,768 －

（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が3,700株含まれております。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数37個が含まれております。

②【自己株式等】　

 平成24年９月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社エフ・

シー・シー

静岡県浜松市北区

細江町中川7000番

地の36

2,455,000 － 2,455,000 4.66

計 － 2,455,000 － 2,455,000 4.66

　

　

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成24年７月１日から平

成24年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、監査法人保森会計事務所による四半期レビューを受けております。

　

EDINET提出書類

株式会社エフ・シー・シー(E02221)

四半期報告書

 9/21



１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 20,865 21,073

受取手形及び売掛金 16,769 16,091

商品及び製品 2,077 2,369

仕掛品 2,569 2,585

原材料及び貯蔵品 8,572 9,059

その他 4,105 4,537

貸倒引当金 △4 △6

流動資産合計 54,955 55,710

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 23,280 23,505

減価償却累計額 △11,764 △12,360

建物及び構築物（純額） 11,516 11,144

機械装置及び運搬具 62,852 62,005

減価償却累計額 △47,703 △47,112

機械装置及び運搬具（純額） 15,148 14,893

工具、器具及び備品 10,697 10,736

減価償却累計額 △9,308 △9,370

工具、器具及び備品（純額） 1,388 1,366

土地 7,367 7,119

建設仮勘定 3,082 4,158

有形固定資産合計 38,504 38,682

無形固定資産

のれん 1,032 894

その他 467 459

無形固定資産合計 1,499 1,354

投資その他の資産

投資有価証券 6,829 5,445

その他 2,198 2,512

貸倒引当金 △49 △47

投資その他の資産合計 8,978 7,910

固定資産合計 48,982 47,947

資産合計 103,937 103,658
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 8,851 8,253

ファクタリング債務 2,453 2,536

短期借入金 206 323

未払法人税等 899 967

賞与引当金 1,331 1,293

事業整理損失引当金 336 336

その他 3,634 3,441

流動負債合計 17,713 17,152

固定負債

退職給付引当金 1,571 1,559

その他 3,444 2,950

固定負債合計 5,015 4,509

負債合計 22,728 21,661

純資産の部

株主資本

資本金 4,175 4,175

資本剰余金 4,566 4,566

利益剰余金 78,720 81,883

自己株式 △3,407 △3,407

株主資本合計 84,054 87,217

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,076 2,188

為替換算調整勘定 △11,962 △13,524

その他の包括利益累計額合計 △8,886 △11,335

少数株主持分 6,039 6,114

純資産合計 81,208 81,996

負債純資産合計 103,937 103,658
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

売上高 54,212 61,002

売上原価 44,773 50,317

売上総利益 9,438 10,684

販売費及び一般管理費

荷造及び発送費 610 625

給料及び手当 1,014 1,314

賞与引当金繰入額 203 208

退職給付費用 138 129

減価償却費 97 101

研究開発費 1,415 1,457

その他 1,709 1,680

販売費及び一般管理費合計 5,188 5,516

営業利益 4,250 5,168

営業外収益

受取利息 148 187

受取配当金 63 70

持分法による投資利益 14 8

その他 127 138

営業外収益合計 354 405

営業外費用

支払利息 11 3

為替差損 354 521

その他 17 28

営業外費用合計 382 554

経常利益 4,222 5,019

特別利益

固定資産売却益 29 71

負ののれん発生益 83 －

補助金収入 40 1

特別利益合計 153 73

特別損失

固定資産除売却損 37 107

特別損失合計 37 107

税金等調整前四半期純利益 4,338 4,985

法人税等 1,135 1,215

少数株主損益調整前四半期純利益 3,203 3,770

少数株主利益 459 504

四半期純利益 2,744 3,265
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 3,203 3,770

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △913 △906

為替換算調整勘定 △1,314 △1,579

持分法適用会社に対する持分相当額 3 △8

その他の包括利益合計 △2,224 △2,494

四半期包括利益 978 1,275

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 843 807

少数株主に係る四半期包括利益 135 467
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 4,338 4,985

減価償却費 3,004 2,895

のれん償却額 137 137

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 △1

賞与引当金の増減額（△は減少） △12 △18

退職給付引当金の増減額（△は減少） △5 △24

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △11 －

受取利息及び受取配当金 △212 △257

支払利息 11 3

為替差損益（△は益） 3 110

持分法による投資損益（△は益） △14 △8

固定資産除売却損益（△は益） 7 35

負ののれん発生益 △83 －

補助金収入 △40 △1

売上債権の増減額（△は増加） △1,299 941

たな卸資産の増減額（△は増加） △119 △1,327

その他の資産の増減額（△は増加） 480 124

仕入債務の増減額（△は減少） 790 △739

ファクタリング債務の増減額（△は減少） △120 △54

その他の負債の増減額（△は減少） △237 △504

未払消費税等の増減額（△は減少） △2 3

小計 6,613 6,298

利息及び配当金の受取額 293 292

利息の支払額 △31 △10

災害損失の支払額 △1 －

法人税等の支払額 △2,009 △1,667

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,864 4,913

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △256 △594

定期預金の払戻による収入 214 244

有形固定資産の取得による支出 △4,639 △3,835

有形固定資産の売却による収入 122 571

無形固定資産の取得による支出 △39 △26

投資有価証券の取得による支出 △47 △21

投資その他の資産の増減額（△は増加） 0 △52

貸付けによる支出 △2,924 △1,877

貸付金の回収による収入 2,194 1,672

その他 39 △13

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,336 △3,933

EDINET提出書類

株式会社エフ・シー・シー(E02221)

四半期報告書

14/21



（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 8 184

長期借入金の返済による支出 △49 △73

自己株式の取得による支出 △0 －

配当金の支払額 △802 △802

少数株主への配当金の支払額 △480 △519

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,324 △1,210

現金及び現金同等物に係る換算差額 △343 △850

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,141 △1,080

現金及び現金同等物の期首残高 22,545 20,591

連結子会社の決算期変更に伴う現金及び現金同等物
の増減額（△は減少）

－ 938

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 20,404

※
 20,449
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

（連結の範囲の重要な変更）

当第２四半期連結会計期間より、愛富士士（中国）投資有限公司は新たに設立したため、連結の範囲に含めてお

ります。

　

（連結子会社の事業年度等に関する事項の変更）　

従来、決算日が12月31日であった在外連結子会社（エフシーシー（タイランド）カンパニーリミテッド、台灣富

士離合器股?有限公司、ピーティー　エフシーシー　インドネシア、エフシーシー（ベトナム）カンパニーリミテッ

ド）については、第１四半期連結会計期間より決算日を３月31日に変更しております。

この変更により、当第２四半期連結累計期間は、平成24年４月１日から平成24年９月30日までの６か月間を連結

しております。なお、平成24年１月１日から平成24年３月31日までの３か月間の損益については利益剰余金に、現金

及び現金同等物の増減については、四半期連結キャッシュ・フロー計算書の連結子会社の決算期変更に伴う現金及

び現金同等物の増減額にそれぞれ計上しております。　

　

　

【会計方針の変更】

（有形固定資産の減価償却の方法の変更）　

従来、当社及び国内連結子会社は定率法（ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除

く）は定額法）、在外連結子会社は主として定額法を採用しておりましたが、第１四半期連結会計期間よりすべて

の有形固定資産について定額法に変更しております。

この変更は、今後、当社グループにおいて大型の設備投資、更新が見込まれることから、その使用実態を見直し、加

えて、当社グループのグローバル展開の進展を踏まえ、会計処理の統一を図る為に、減価償却方法を再検討した結

果、定額法が当社グループの企業活動をより適切に反映していると判断したことによるものであります。

この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調

整前四半期純利益がそれぞれ528百万円増加しております。　

　

　

【会計上の見積りの変更】

（有形固定資産の耐用年数の変更）

当社グループの有形固定資産の使用実態を見直した結果、当社及び在外連結子会社の一部は、第１四半期連結会

計期間より一部の有形固定資産の耐用年数を変更しております。

この変更に伴い、従来の耐用年数によった場合に比べ、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金

等調整前四半期純利益がそれぞれ384百万円減少しております。　

　

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

（税金費用の計算）

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。　

　

　

【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記の

とおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

現金及び預金勘定

預入期間が３ヶ月を超える定期預金

20,729百万円

△325

21,073百万円

△623

現金及び現金同等物 20,404 20,449
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年９月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月28日

定時株主総会
普通株式 803 16平成23年３月31日平成23年６月29日利益剰余金

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年10月26日

取締役会
普通株式 803 16平成23年９月30日平成23年11月28日利益剰余金

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年９月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月25日

定時株主総会
普通株式 803 16平成24年３月31日平成24年６月26日利益剰余金

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年10月26日

取締役会
普通株式 903 18平成24年９月30日平成24年11月26日利益剰余金

　

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　 二輪車用クラッチ 四輪車用クラッチ 合計 調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

売上高 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 35,022 19,189 54,212 － 54,212

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － －

計 35,022 19,189 54,212 － 54,212

セグメント利益又は

損失（△）
4,723 △473 4,250 － 4,250

（注) 　セグメント利益又はセグメント損失の合計金額は、四半期連結損益計算書上の営業利益と一致してお

ります。

　

EDINET提出書類

株式会社エフ・シー・シー(E02221)

四半期報告書

17/21



Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　 二輪車用クラッチ 四輪車用クラッチ 合計 調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

売上高 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 33,488 27,513 61,002 － 61,002

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － －

計 33,488 27,513 61,002 － 61,002

セグメント利益 3,299 1,869 5,168 － 5,168

（注) 　各セグメント利益の合計金額は、四半期連結損益計算書上の営業利益と一致しております。

　

２．報告セグメントの変更等に関する事項

（有形固定資産の減価償却の方法の変更）

従来、当社及び国内連結子会社は定率法（ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（建物附属設

備を除く）は定額法）、在外連結子会社は主として定額法を採用しておりましたが、第１四半期連結会計

期間よりすべての有形固定資産について定額法に変更しております。

この変更は、今後、当社グループにおいて大型の設備投資、更新が見込まれることから、その使用実態を

見直し、加えて、当社グループのグローバル展開の進展を踏まえ、会計処理の統一を図る為に、減価償却方

法を再検討した結果、定額法が当社グループの企業活動をより適切に反映していると判断したことによ

るものであります。

この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当第２四半期連結累計期間のセグメント利益が、

「二輪車用クラッチ」で381百万円、「四輪車用クラッチ」で147百万円、それぞれ増加しております。

　

（有形固定資産の耐用年数の変更）　

当社グループの有形固定資産の使用実態を見直した結果、在外連結子会社の一部は、第１四半期連結会

計期間より、一部の有形固定資産の耐用年数を変更しております。

この変更に伴い、従来の耐用年数によった場合に比べ、当第２四半期連結累計期間のセグメント利益

が、「二輪車用クラッチ」で224百万円、「四輪車用クラッチ」で160百万円、それぞれ減少しております。

　

　

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 54円68銭 65円6銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 2,744 3,265

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 2,744 3,265

普通株式の期中平均株式数（千株） 50,189 50,188

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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（重要な後発事象）

該当事項はありません。　

　

　

　

２【その他】

 　平成24年10月26日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ) 配当金の総額　…………………………………　903百万円

(ロ) １株当たりの金額　……………………………　18円00銭

(ハ) 支払請求の効力発生日及び支払開始日　……　平成24年11月26日

　（注）　平成24年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年11月９日

株式会社エフ・シー・シー

取締役会　御中

監査法人　保森会計事務所

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 若　林　正　和　　印

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 津　倉　　眞　　　印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エフ・
シー・シーの平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成24年７月１
日から平成24年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係る四
半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結
キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する
結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し
て四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、
分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エフ・シー・シー及び連結子会社の平成24年９月30日現在の
財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示
していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
強調事項
会計方針の変更に記載されているとおり、会社及び国内連結子会社、並びに在外連結子会社の一部は、第１四半期連結会
計期間より有形固定資産の減価償却の方法を変更している。
会計上の見積りの変更に記載されているとおり、会社及び在外連結子会社の一部は、第１四半期連結会計期間より一部
の有形固定資産の耐用年数を変更している。
当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報
告書提出会社）が、別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。　　
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